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９月の
定例会

震災後初！ふるさとでの開催／富岡町敬老会

現地視察
特定廃棄物埋立処分場の安全を確認
現地視察
特定廃棄物埋立処分場の安全を確認

●●20

追跡れぽーと
議員提言のゆくえ
追跡れぽーと
議員提言のゆくえ

●●23

徹底調査
300億円の予算執行を認定！
徹底調査
300億円の予算執行を認定！

●●2

●●11 ズバリ!! 町政を問う
５議員が質問
ズバリ!! 町政を問う
５議員が質問
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　平成29年９月定例会は９月12日から14日まで３日間の会期で開催しました。
　平成28年度一般会計及び特別会計の決算認定をはじめ、平成29年度の補正予算、
条例の一部改正、不動産の取得案件、人事案件、協定の締結案件など、計29件の議
案を慎重に審議し、全会一致で可決しました。また、震災以降実施できていなかった
決算認定に伴う現地調査（さくらモールとみおか・富岡駅前交通広場）を行いました。
　一般質問では５議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について問い
ただしました。

　平成29年９月定例会は９月12日から14日まで３日間の会期で開催しました。
　平成28年度一般会計及び特別会計の決算認定をはじめ、平成29年度の補正予算、
条例の一部改正、不動産の取得案件、人事案件、協定の締結案件など、計29件の議
案を慎重に審議し、全会一致で可決しました。また、震災以降実施できていなかった
決算認定に伴う現地調査（さくらモールとみおか・富岡駅前交通広場）を行いました。
　一般質問では５議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について問い
ただしました。

平成28年度
決算審査

歳入（収入）の主なもの歳出（支出）の主なもの 歳出（支出） 歳入（収入）

徹底調査

【さらなる適正な予算要求と執行管理等の遵守を求める】
坂本代表監査委員の審査意見
　平成28年度決算は、平成29年4月の帰町に向けた多くの事業が急ピッチで展開され
たことなどから、過去最大の決算規模となっているが、総体的に概ね適切に事務処理が
行われたと評価する。しかし、特別会計において、一部不適切な事務処理により収入未
済を生じさせた事案もあったことから、今後はさらなる適正な予算要求と執行管理、財
政規律の遵守とチェック体制の強化を求める。

《一般会計 220億円　　　 特別会計 80億円　  合計 300億円》

９月定例会報告

●総務費（全般的な管理に要する経費）
　･････････････････････････  78億2508万円

（前年度 47億2920万円）
　・庁舎機能回復事業費（平成28年度分）
　　････････････････････････  7億6979万円

●民生費（町民が安定した生活を送るための経費）
　･････････････････････････  23億8588万円

（前年度 19億7772万円）
　・社会福祉費･････････････  14億4529万円

●衛生費（衛生的な生活環境を保持するための経費）
　･････････････････････････････  7億37万円

（前年度 8億1823万円）
　・保健衛生費･･････････････  5億7478万円

●農林水産業費（農林水産業の振興に要する経費）
　･････････････････････････  11億5748万円

（前年度 6億9478万円）
　・農業費･････････････････  11億3969万円

●商工費（商工業の振興に要する経費）
　･････････････････････････  28億6252万円

（前年度 13億9146万円）
　・商業拠点施設整備事業費
　　･･･････････････････････  20億8604万円

●町税（皆さんが町に納めた税金）
　･････････････････････････  17億5235万円

（前年度 19億2854万円）
　・町民税･･････････････････  5億9617万円
　・固定資産税･････････････  10億9903万円

●繰入金（収入の不足を補うために、基金（貯金）
等から取り崩したお金）

　･････････････････････････  15億5979万円
（前年度 24億5967万円）

●繰越金（前年度から繰り越されたお金）
　･････････････････････････  10億7051万円

（前年度 7億798万円）

●諸収入（雑入など、その他の収入）
　･･････････････････････････  2億3623万円

（前年度 6億9407万円）

●使用料及び手数料（住民票や印鑑証明などの
手数料収入）

　･･････････････････････････････ 1799万円
（前年度 1529万円）

●国庫・県支出金（特定の目的のために国や県
から交付されたお金）

　････････････････････････ 125億4247万円
（前年度 63億371万円）

　・国庫支出金････････････ 115億3469万円
　・県支出金････････････････  10億778万円

●土木費（道路の維持管理、公営住宅の建設などに要する経費）
　･･････････････････････････････････ 39億1516万円

（前年度 26億418万円）
　・公営住宅整備事業費 ･･････････････ 16億7102万円

●教育費（学校教育や社会教育に要する経費）
　･･･････････････････････････････････  17億940万円

（前年度 5億3370万円）
　・学びの森施設改修費 ･･･････････････  9億2638万円

●公債費（町の借金返済に要する経費）
　･･･････････････････････････････････  2億3019万円

（前年度 2億5426万円）

●地方譲与税（国が徴収した自動車重量税などから配分さ
れたお金）

　･･････････････････････････････････････  5816万円
（前年度 6274万円）

●地方消費税交付金（国が徴収した消費税のうち、町分と
して国から交付されたお金）

　･･･････････････････････････････････ 2億5551万円
（前年度 3億85万円）

●地方交付税（税収不足を補うために国から配分されたお金。
財源は所得税や法人税などの国税の一部）

　･･････････････････････････････････ 70億7248万円
（前年度 30億4550万円）

総務費
78億2508万円
（35.6%）

町税
17億5235万円（7.0%）

繰入金
15億5979万円（6.2%）

国庫支出金
115億3469万円
（46.0%）

民生費
23億8588万円
（10.9%）

衛生費
7億37万円（3.2%）

公債費
2億3019万円（0.6%）

議会費
1億444万円（0.5%）

地方交付税
70億7248万円
（28.2%）

県支出金10億778万円（4.0%）
町債（借入金）0円（0.0%）

各種交付金2億7368万円（1.1%）

地方譲与税
5816万円（0.2%）

商工費
28億6252万円
（13.0%）

労働費
1097万円（0.1%）

農林水産業費
11億5748万円（5.3%）

使用料及び手数料
1799万円（0.1%）

分担金及び負担金
1360万円（0.1%）
財産収入
8880万円（0.4%）

寄附金
4億227万円（1.6%）

土木費
39億1516万円
（17.8%）

繰越金・諸収入
13億674万円（5.2%）消防費

10億2969万円（4.7%）

教育費
17億940万円（7.8%）

災害復旧費
1億1123万円（0.6%）

とみおか議会だより 192号とみおか議会だより 192号3 22
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定例会　決算質疑・現地視察 定例会　決算審査

とみおか議会だより 192号とみおか議会だより 192号5 44

【富岡町複合商業施設改修工事】
①ホームセンター、共用通路、イートイン、飲食店

工期：平成28年７月19日〜平成29年３月31日
工事請負額：13億7519万3160円（大和リース福島支店）

②ツルハドラッグ、貸事務所
工期：平成28年12月25日〜平成29年３月31日
工事請負額：２億7465万1560円（大和リース福島支店）

【ＪＲ駅前交通広場整備工事】
　駅前広場整備、バスホームシェルター、公衆用トイレ
　工期：平成28年５月28日〜平成29年３月15日
　工事請負額：２億1636万3960円
　工事請負者：㈱高葉建設

全
て
の
会
計
は
適
正
で
あ
る

平成28年度一般会計および特別会計決算を全会一致で承認

会　計　別 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

一 般 会 計 250億8839万円 220億4243万円 30億4596万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 36億8332万円 32億6125万円 4億2207万円

蛇谷須地区特定環境
保全公共下水道事業 4180万円 3922万円 258万円

公 共 下 水 道 事 業 22億5914万円 22億5657万円 257万円

農業集落排水事業 4億8358万円 4億2485万円 5873万円

曲田土地区画整理事業 4億6302万円 4億3024万円 3278万円

介 護 保 険 事 業 15億7483万円 15億1455万円 6028万円

後期高齢者医療事業 3838万円 3599万円 239万円

仮 設 診 療 所 4007万円 2991万円 1016万円

介護サービス事業 708万円 667万円 41万円

合　　　計 336億7961万円 300億4168万円 36億3793万円

　実質公債費比率（歳入に対する借金返済の割合）が早期健全化
基準の25％を超えると、町の財政が危険な状態であると判断され、
財政再生計画の策定等が義務付けられます。
　平成28年度の実質公債費比率は6.1％で基準を大きく下回ってお
り、富岡町健全化判断比率及び資金不足比率は極めて適正である
との報告を受けました。

町財政は

健全化基準を

クリア

健全化判断比率の状況 （単位：％）

指標項目名 28年度 27年度 26年度 早期健全化
基準

財政再建
基準

実質公債費比率
※歳入に対する借金返済の割合 6.1 6.2 7.9 25.0 35.0

実質赤字比率：一般会計を対象とした歳出歳入の赤字額の割合
連結実質赤字比率：全ての会計を対象とした歳出歳入の赤字額の割合
将来負担比率：公社や第３セクターなども含め、将来負担すべき借金の割合

いずれも算定されていない。

質

応
疑疑

答答

問　
空
き
地
・
空
き
家
バ

ン
ク
の
成
立
件
数
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
企
画
課
長

　

今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
取

引
成
立
に
至
っ
た
案
件
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
空

き
家
24
件
、
空
き
地
64
件
、

空
き
事
務
所
１
件
の
登
録

申
請
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

10
件
ほ
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

物
件
の
問
い
合
わ
せ
、

申
し
込
み
は
３
件
ほ
ど
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
取
引
成

立
に
は
至
っ
て
い
な
い
状

況
で
す
。

問　
震
災
前
か
ら
あ
る

消
防
車
両
は
こ
の
ま
ま
維

持
し
て
い
く
の
か
。

（
早
川
恒
久
）

答　
生
活
環
境
課
長

　

現
在
の
車
両
を
維
持
し

な
が
ら
、
継
続
し
て
使
用
し

て
い
く
考
え
で
す
。

問　
全
て
の
車
両
を
し
っ

か
り
と
試
運
転
し
て
い
る

の
か
。（
早
川
恒
久
）

答　
生
活
環
境
課
長

　

現
在
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
る
見
回
り
隊
と
協
議
し
、

放
水
ま
で
し
っ
か
り
行
う
試

運
転
を
実
施
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

問　

決
算
に
お
け
る
不

用
額
が
多
い
。
設
計
段
階

か
ら
、
所
管
課
、
工
事
担

当
課
が
も
っ
と
綿
密
に
協

議
す
る
べ
き
で
は
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
総
務
課
長

　

大
規
模
な
工
事
が
多
く
、

見
積
り
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
設
計
、

見
積
り
に
つ
い
て
、
よ
り
正

確
に
積
算
を
し
、
予
算
計

上
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

問　
設
計
、
見
積
り
を
事

務
方
と
技
術
方
両
方
で
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
総
務
課
長

　

工
事
に
限
ら
ず
、
職
務

全
般
に
お
い
て
、
横
の
つ
な

が
り
を
密
に
し
、
業
務
に
取

り
組
む
よ
う
注
意
を
促
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

さくらモールとみおか

富岡駅前交通広場 ※ＪＲ跨線橋橋台建設工事及び上部鋼橋製作工事も併せて確認

　平成29年９月13日、決算認定に伴う現地調査を実施しました。
　調査実施箇所は、さくらモールとみおかと富岡駅前交通広場です。

さくらモールとみおか・駅前交通広場
工事施工状況を確認

平成28年度
決算質疑
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人
事
案
件

人
事
案
件

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

定例会　人事案件・町政報告 定例会　決算額の推移

町
政
報
告
要
旨

とみおか議会だより 192号とみおか議会だより 192号7 66

坂本和久さん
（夜の森南）

古
里
と
の
絆
を
保
て
る
施
策
に
取
り
組
む

【
２
期
目
の
抱
負
】

　

こ
の
度
の
町
長
選
挙
に

お
い
て
、
多
数
の
方
々
の

ご
支
持
、
ご
声
援
の
も
と
、

２
期
目
の
当
選
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
、
再
度
町
政

の
か
じ
取
り
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
医
療

や
買
い
物
、交
通
等
の
様
々

な
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

等「
ふ
る
さ
と
富
岡
」の
復

旧
・
復
興
、
そ
し
て
、
富

岡
町
の
継
承
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

方
々
よ
り「
途
切
れ
る
こ
と

の
な
い
復
興
の
歩
み
」の
ご

意
見
や
ご
要
望
等
の
叱
咤

激
励
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
に
つ

き
ま
し
て
も
、
第
二
次
復

興
計
画
に
掲
げ
た「
町
民
一

人
ひ
と
り
の
＂心
＂の
復

興
」と「
町
民
の
心
を
つ
な

ぐ
＂ふ
る
さ
と
富
岡
＂の
復

興
」を
実
現
す
る
た
め
に
、

引
き
続
き
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
町
内
外
支
援
の
充
実
】

　

学
校
再
開
、
各
種
施

設
の
復
旧
等
教
育
環
境
の

整
備
や
、
産
業
団
地
整
備

等
に
よ
る
雇
用
の
確
保

等
、
富
岡
町
の
未
来
に
欠

か
せ
な
い
若
い
方
達
や
子

ど
も
達
が
町
内
で
生
活
す

る
た
め
の
施
策
を
推
し
進

め
る
一
方
で
、
今
は
ま
だ

避
難
先
で
の
生
活
を
続
け

ざ
る
を
得
な
い
方
々
へ
の

支
援
も
継
続
し
な
が
ら
、

気
軽
に
町
内
に
足
を
運
べ

る
よ
う
な
施
策
を
、
積
極

的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

【
課
題
に
全
身
全
霊
で
】

　

帰
還
困
難
区
域
の
復

興
・
再
生
や
交
流
人
口
の

拡
大
等
、
様
々
な
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密

に
し
、
諸
問
題
の
解
決
や

町
の
発
展
の
た
め
に
全
身

全
霊
を
か
け
て
突
き
進
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

町政報告をする宮本町長

《さくらモールとみおか改修費：およそ28億6771万円》
※Ｐ３商工費（平成27年度分… ８億2781万円
　　　　　　平成28年度分…20億3990万円）

《役場庁舎改修費：およそ12億3679万円》
※Ｐ３総務費（平成27年度分…４億6700万円
　　　　　　平成28年度分…７億6979万円）

《学びの森改修費：およそ９億2638万円》
Ｐ３教育費

《公営住宅整備事業費：およそ16億7102万円》
※Ｐ３土木費

【決算分析】
　震災直前の平成22年度の決
算額と平成28年度の決算額を
比べると約３倍になっている。
特に、平成29年４月の町内帰
還を見据えて、施設の改修が
本格化した平成26年度から事
業費が大きく増加している。
　その事業費の財源はという
と、行財政運営の要である町
税等の自主財源の多くが非課
税であることから、国県によ
る各種交付金に依存せざるを
得ない。
　今後、復興創生期間※が終
了した後の財源をどう確保す
るかが、当町の大きな課題と
なる。

※復興創生期間…平成32年まで

【震災以降の主な大規模工事】

震災前と比較して、決算額が３倍に！

（単位：億円）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

一般会計 72 87 80 85 123 156 220

特別会計 35 41 50 55 73 91 80

合　計 107 128 130 140 196 247 300

0

50

100

150

200

250

300

350

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

一般会計決算額

特別会計決算額

坂
本
和
久
氏
を

監
査
委
員
に
再
任

　

富
岡
町
監
査
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
坂
本
和

久
氏
を
再
任
す
る
議
案
が

提
出
さ
れ
、
適
任
で
あ
る

と
決
議
し
ま
し
た
。

（
９
月
定
例
会

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

坂
本
和
久
監
査
委
員

ご
あ
い
さ
つ

　

富
岡
町
は
本
年
４
月
１

日
に
帰
還
困
難
区
域
を
除

き
、
避
難
指
示
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と

の
復
興
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト

し
た
ば
か
り
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
帰
還
困
難
区
域

は
こ
れ
か
ら
復
興
拠
点
整

備
事
業
が
開
始
さ
れ
、
復

興
へ
の
道
の
り
は
と
て
も

長
い
も
の
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
町
執
行
部
、
議

員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ふ
る
さ
と
の
復
興
の
た
め

に
汗
を
流
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

選
管
委
員
お
よ
び

同
補
充
員
を
選
出

　

選
挙
管
理
委
員
４
人
お

よ
び
同
補
充
員
４
人
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
33
年
９
月

27
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

︽
選
挙
管
理
委
員
︾

石
井　

功　

さ
ん

　
　
　
　
（
下
郡
山
）

渡
辺　

鉄
男　

さ
ん

　
　
　
　
（
中　

央
）

中
田　

寛　

さ
ん

　
　
　
　
（
夜
の
森
南
）

坂
本　

久
美
子　

さ
ん

　
　
　
　
（
西　

原
）

︽
補
充
員
︾

宍
戸　

弘
道　

さ
ん

　
　
　
　
（
新
夜
ノ
森
）

遠
藤　

則
政　

さ
ん

　
　
　
　
（
高
津
戸
）

猪
狩　

千
鶴
雄　

さ
ん

　
　
　
　
（
仲　

町
）

林　
　

修　

さ
ん

　
　
　
　
（
上
本
町
）
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定例会　協定の締結　規約の変更　条例の一部改正　表彰　寄付 定例会・臨時会　不動産の取得　工事契約　施設改修

不
動
産
の
取
得

不
動
産
の
取
得

協
定
の
締
結

協
定
の
締
結

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

表

　彰

表

　彰

規
約
の
変
更

規
約
の
変
更

工
事
契
約

工
事
契
約

町内環境整備
大きく推進
町内環境整備
大きく推進

とみおか議会だより 192号とみおか議会だより 192号9 88

防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
に
伴
う
不
動
産

を
取
得

　

富
岡
町
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
に
伴
う
不

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

（
８
月
臨
時
会　
　
　
　
　

　
　
　

全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

万
象
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

と
公
害
防
止
協
定
を

締
結

　

㈱
万
象
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
製

造
工
場
操
業
に
あ
た
り
、

公
害
防
止
の
た
め
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

（
９
月
定
例
会

�

全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

双
葉
地
方
広
域
市
町

村
圏
組
合
規
約
の

変
更

　

地
域
社
会
に
お
け
る
共

生
の
実
現
に
向
け
て
新
た

な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を

講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
伴
い
、
改
正
し

ま
し
た
。

（
９
月
定
例
会

�

全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

保
健
セ
ン
タ
ー
機
能

回
復
工
事
契
約

　

富
岡
町
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
回
復
工
事
の
請
負
契

約
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま

し
た
。

（
８
月
臨
時
会　
　
　
　
　

　
　
　

全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

個
人
情
報
保
護
条
例

の
改
正

　

個
人
情
報
保
護
法
等
改

正
法
に
よ
る「「
個
人
情
報
」

の
定
義
の
明
確
化
」及
び

「
要
配
慮
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
」に
係
る
既
定
の
整
備

を
行
う
た
め
、
改
正
し
ま

し
た
。

（
９
月
定
例
会

�

全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

故
渡
辺
晁
氏
に
叙
勲

旭
日
単
光
章

　

故
渡
辺
晁
氏
に
旭
日
単

光
章
が
贈
ら
れ
、
９
月
１

日
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
平
成
12
年
３

月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま

で
３
期
12
年
の
長
き
に
わ

た
り
町
議
会
議
員
を
務
め
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
と

住
民
自
治
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
叙
勲
は
同

氏
の
生
前
の
功
績
に
対
し

て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

福
岡
県
・
大
分
県
に

義
援
金
を
送
付

　

富
岡
町
議
会
は
大
雨
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
福
岡
県
・
大
分
県
の
両

県
議
会
に
、
７
月
20
日
付

け
で
義
援
金
を
送
付
い
た

し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
・
大
分
県
の

皆
様
に
お
役
立
て
い
た
だ

く
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、

１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

税
特
別
措
置
条
例
の

改
正

　

企
業
立
地
の
促
進
等
に

よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業

集
積
の
形
成
及
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
改
正
し
ま
し
た
。

（
９
月
定
例
会

�

全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

災
害
復
旧
工
事
契
約

　

富
岡
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
災
害
復
旧
工
事

の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

（
８
月
臨
時
会　
　
　
　
　

　
　
　

全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

【取得する不動産】
　敷地：富岡町大字小浜字中央583番地
　構造：鉄骨造４階建  １棟50戸及び付帯施設等
【取得予定価格】　14億446万4400円
【契約の相手方】　積水ハウス㈱　郡山支店

【工事請負契約の概要】
　○名称　富岡町保健センター機能回復工事
　○工期　平成30年３月16日まで
　○契約金額　１億9100万8800円
　○契約相手方　富岡町大字仏浜字西原244
　　　　　　　　㈱倉伸

【工事請負契約の概要】
　○名称　富岡町総合スポーツセンター災害復旧工事
　○工期　平成30年３月30日まで
　○契約金額　１億8075万9600円
　○契約相手方　富岡町大字仏浜字西原244
　　　　　　　　㈱倉伸

【経歴】
　○住所　富岡町関ノ前
　○党派　無所属
　○職業　自営業（獣医師）
　　　　　「わたなべ動物病院」
　　　　　「丘の上ペットクリニック」

【
抱
負
】

　

今
回
の
補
欠
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
当
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
渡
辺
正
道
で
す
。

　

一
時
の
停
滞
も
許
さ
れ
な
い
復
興
途
上
の
富
岡
町

に
お
い
て
、
か
つ
て
の
良
き
富
岡
を
残
し
つ
つ
常
に
町

の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
、
職
業
人
と
し
て
培
っ
た
30
年

の
経
験
を
も
と
に
、
生
活
環
境
の
改
善
・
心
の
豊
か
さ

を
求
め
、
現
在
も
町
内
外
で
様
々
な
想
い
を
抱
え
生
活

し
て
い
る
皆
様
の
、
笑
顔
が
一
つ
で
も
増
え
る
様
、
一

議
員
と
し
て
日
々
努
力
し
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【取得する不動産】
　富岡町防災集団移転促進事業移転促進区域内
　（小浜、大字小浜字反町、大字仏浜字釜田）
　面積：95,876.26㎡
【取得予定価格】　１億8883万1508円

災
害
公
営
住
宅
を
取
得

　

富
岡
町
災
害
公
営
住

宅
整
備
事
業（
第
２
期
第

３
工
区
分
１
棟
50
戸
）に

お
け
る
住
宅
等
の
取
得
に

つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

（
９
月
定
例
会

�
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

故 渡辺晁 氏

渡辺正道 議員
（57歳）

保健センター 災害公営住宅

武道館 テニスコート

渡
辺
正
道 

氏

　

議
員
補
欠
選
挙
に
無
投
票
当
選

　

議
員
辞
職
に
伴
う
７
月
20
日
告
示
の
町
議
会
議
員
補

欠
選
挙
で
、
渡
辺
正
道
氏
が
初
当
選
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
32
年
３
月
30
日
ま
で
で
、
産
業
復
興
常

任
委
員
会
、
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
に
所
属
し
ま
す
。

寄

　付

寄

　付
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定例会　　補正予算
一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

９月定例会の一般質問に５議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

５議員が
質　問

動画配信中！

ズバリ

うを

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

■ 堀本　典明 議員 …………………… 12
◯道路整備計画の考えは
◯合宿センターを町民に貸し出す考えは

■ 遠藤　一善 議員 …………………… 13
◯２期目のまちづくり方針は
◯河川及び用水路の整備促進を

■ 安藤　正純 議員 …………………… 14
◯生活サポート補助金を創設せよ
◯復興拠点整備計画の進捗は

■ 渡辺　三男 議員 …………………… 15
◯国際共同研究棟を取り込んだ政策は
◯復興拠点整備の範囲は
◯側溝の除染は

■ 高野　匠美 議員 …………………… 16
◯帰町された方への対応訪問は

1

2

3

4

5

とみおか議会だより 192号とみおか議会だより 192号11 1010

一般会計一般会計

《１5億9756万円を増額》

　今回の補正は、ソフト・ハード両面において、復旧・復興のための事業の増額補正があり、
予算総額217億890万円となりました。
　補正のあった主な事業は以下のとおりです。

事　業　名 補 正 予 算 額 総 事 業 費
富岡第一中学校施設整備事業費（プール建設、トイレの洋式化） 4億1842万円増 8億3767万円
鳥獣被害防止緊急対策事業費（鳥獣処分委託料） 3000万円増 4億156万円
照明灯管理事業費（照明LED化） 2700万円増 1億1500万円
図書館事業費（図書購入費） 2452万円増 4680万円
漁港災害復旧事業費（下記参照） 2900万円増 9910万円
常備消防経費（広域圏組合負担金）（下記参照） 1億1033万円増 3億1389万円
福島再生加速化交付金基金積立金 8億9385万円増 11億1217万円
その他（道路橋梁管理費など） 1億5629万円減

て
い
る
中
で
、
町
と
し
て
漁

業
の
基
盤
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

漁
協
と
町
が
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

問　
将
来
的
な
市
場
の
開

設
等
を
考
え
て
も
、
富
岡

漁
港
に
も
荷
捌
き
施
設
は

必
要
で
は
。（
渡
辺
三
男
）

問　
富
岡
漁
港
の
復
旧
内

容
は
。（
早
川
恒
久
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

ウ
ィ
ン
チ
本
体
、
ウ
ィ
ン

チ
小
屋
、
漁
具
倉
庫
を
整

備
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

荷
捌
き
施
設
は
浪
江
町

の
請
戸
漁
港
に
集
約
す
る

計
画
で
す
。

問　
町
と
し
て
、
富
岡
漁

港
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
考
え
か
。

（
早
川
恒
久
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

会
員
の
皆
さ
ま
が
試
験

操
業
を
繰
り
返
し
な
が
ら

の
漁
業
の
再
開
や
、
観
光

的
な
要
素
を
含
ん
だ
釣
り

船
の
再
開
な
ど
を
目
指
し

答　
産
業
振
興
課
長

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

相
馬
双
葉
漁
協
で
協
議
、

検
討
さ
れ
た
結
果
、
荷
捌

き
施
設
は
請
戸
漁
港
に
集

約
す
る
と
い
う
整
備
計
画

に
な
り
ま
し
た
。

答　
町
長　

将
来
的
に
は

富
岡
漁
港
に
も
市
場
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
ど
う
い
っ
た
手
法
が

と
れ
る
の
か
、
漁
協
の
皆
さ

ん
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問　
常
備
消
防
費
の
増
額

補
正
の
要
因
は
。

（
堀
本
典
明
）

答　
生
活
環
境
課
長

　

浪
江
消
防
署
、
富
岡
消

防
署
、
葛
尾
出
張
所
の
施

設
改
修
に
伴
い
、
建
設
部

材
や
建
築
面
積
の
増
加
な

ど
の
理
由
か
ら
、
増
額
補

正
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

質

応
疑疑

答答
復旧が進む富岡漁港
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問

答

道路整備計画の考えは
要望状況等を踏まえ計画的に実施

問　
安
全
の
観
点
か
ら

車
道
の
拡
幅
、
歩
道
の

整
備
な
ど
、
道
路
整
備

計
画
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
町
長　

道
路
整
備

に
お
い
て
車
道
の
拡
幅
や

歩
道
の
整
備
を
行
う
に
は
、

多
く
の
時
間
を
必
要
と
し

ま
す
。
当
面
は
交
通
の
状

況
を
鑑
み
な
が
ら
、
狭
小

部
の
解
消
や
待
避
所
の
設

置
な
ど
を
検
討
し
、
要
望

状
況
な
ど
も
踏
ま
え
道
路

整
備
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

な
お
、
交
通
量
の
分
散

化
の
た
め
、
町
内
で
行
わ

れ
て
い
る
工
事
の
各
事
業

者
と
一
方
通
行
で
走
行
す

る
こ
と
や
、
迂
回
路
で
通

行
す
る
こ
と
な
ど
で
調
整

を
図
っ
て
い
ま
す
。

問　
２
期
目
に
向
け
た

町
長
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
と
将
来
へ
向
け
た

重
点
施
策
は
。

答　
町
長　

避
難
指
示

解
除
は
本
町
の
本
格
復
興

の
第
一
歩
で
あ
り
、
ふ
る

さ
と
の
未
来
を
開
く
た
め

の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎

え
ま
し
た
。
一
方
で
放
射

線
量
の
さ
ら
な
る
低
減
、

生
活
環
境
の
再
生
・
創
出

な
ど
、
継
続
し
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
残
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
時
間
の
経
過

と
と
も
に
新
た
な
課
題
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

一
つ
一
つ
丁
寧
に
取
り
組

み
、
そ
の
積
み
重
ね
に
よ

り
ふ
る
さ
と
を
未
来
に
つ

な
げ
、
本
町
の
将
来
を
切

り
開
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
富
岡
の
復
興

と
心
の
復
興
を
未
来
志
向

を
持
っ
て
し
っ
か
り
と
具

現
化
す
る
こ
と
が
ま
ち
づ

問　
町
内
主
要
県
道
の

整
備
進
捗
状
況
は
。

答　
復
旧
課
長　

　

小
野
富
岡
線
の
狭
小

区
に
つ
い
て
は
、
平
成
32

年
度
に
は
改
良
舗
装
工

事
を
行
う
予
定
で
す
。

　

広
野
小
高
線
は
現
在

紅
葉
川
よ
り
南
側
の
整

備
を
実
施
し
て
お
り
、

紅
葉
川
よ
り
北
側
、
富

岡
の
子
安
橋
の
あ
た
り

ま
で
は
、
平
成
32
年
度

を
目
指
し
て
整
備
を
す

す
め
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

問　
県
の
動
き
が
見
え

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
町

道
を
整
備
し
て
、
大
型

車
輌
同
士
が
す
れ
違
え

る
よ
う
な
道
路
整
備
を

し
て
い
く
べ
き
で
は
。

答　
復
旧
課
長

　

道
路
の
整
備
に
は
時

間
を
要
し
ま
す
の
で
、

く
り
の
基
本
と
な
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に

①
町
民
に
寄
り
添
っ
た

「
安
心
・
安
全
」な
、
ま

ち
づ
く
り

②
人
と
町
と
の
つ
な
が
り

③
富
岡
町
の
発
展
を
支

え
る「
に
ぎ
わ
い
・
活

力
」の
創
出
と
帰
還
困

難
区
域
の
再
生

以
上
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を

町
政
の
柱
と
位
置
づ
け
、

各
種
事
業
の
実
施
や
展

開
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、

①
産
業
の
集
積
に
よ
る
雇

用
の
創
出

②
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
医
療
、

福
祉
の
充
実

③
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

教
育
の
構
築
と
ふ
る
さ

と
教
育
を
初
め
と
し
た

将
来
を
担
う
人
材
の

育
成

④
次
世
代
に
つ
な
げ
る
農

業
へ
の
着
実
な
取
り
組

計
画
的
に
交
通
ル
ー
ト

等
を
考
慮
し
、
整
備
箇

所
を
確
定
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
二
次
復
興
計
画
の

中
で
、
富
岡
に
追
加
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
整

備
す
る
と
の
記
載
が

あ
っ
た
が
、
現
在
の
検

討
状
況
は
。

答　
企
画
課
長

　

既
存
の
常
磐
富
岡
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
整
備

が
進
ん
で
い
る
楢
葉
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
総
合
的
、

多
角
的
に
検
討
を
進
め
、

関
係
機
関
と
の
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

み
と
新
た
な
農
業
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ

⑤
本
町
の
魅
力
と
強
み
を

生
か
し
た
交
流
人
口
の

拡
大
、
そ
の
た
め
の
情

報
発
信
体
制
の
強
化

と
発
信
能
力
の
向
上

以
上
の
５
つ
が
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
定
住
人
口
の
拡
大

に
向
け
た
施
策
は
。

答　
町
長　

清
掃
補
助

金
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
補
助

事
業
等
、
様
々
な
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
４
月
に
は
当
町
の

学
校
が
再
開
す
る
こ
と
か

ら
、
教
育
の
無
償
化
を
図

る
べ
く
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
墓
参
り
な
ど
、
避

難
先
か
ら
町
内
に
戻
っ

て
き
て
気
軽
に
宿
泊
で

き
る
よ
う
、
合
宿
セ
ン

タ
ー
を
改
修
し
、
当
面

町
民
専
用
に
貸
し
出
す

考
え
は
。

答　
町
長　

合
宿
セ
ン

タ
ー
周
辺
は
、
里
山
再

生
モ
デ
ル
事
業
な
ど
に

よ
り
、
環
境
整
備
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
加
え

て
合
宿
セ
ン
タ
ー
と
の
連

問　
営
農
を
再
開
す
る

農
家
が
増
え
て
き
て
い
る

が
、
町
内
の
自
然
環
境

を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、

河
川
及
び
用
水
路
の
整

備
促
進
を
図
る
べ
き
で
は
。

答　
町
長　

基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
は
、
今
年
に

入
り
３
件
の
個
人
農
家
が

加
わ
り
、
ま
た
そ
の
他
の

農
作
物
に
つ
い
て
も
取
り

組
む
農
家
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
未
整
備
の
用
水
路

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、
今
後
の
整
備
に
つ

い
て
は
営
農
再
開
の
箇
所

携
が
必
要
な
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
も
、
年

次
計
画
に
よ
り
順
次
改

修
、
復
旧
工
事
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

合
宿
セ
ン
タ
ー
は
、

交
流
人
口
拡
大
の
観
点

か
ら
も
重
要
な
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

周
辺
の
除
染
な
ど
の
結

果
や
運
営
体
制
な
ど
の

検
討
を
踏
ま
え
て
判
断

し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

を
把
握
し
、
財
源
な
ど
も

考
慮
し
た
上
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
福
島
県
事
業

に
お
い
て
富
岡
川
下
流
、

紅
葉
川
下
流
の
整
備
が
行

わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は

町
事
業
に
お
い
て
河
川
の

除
草
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

次
年
度
以
降
は
、
震
災

前
に
実
施
し
て
い
た
河
川

浄
化
事
業
、
河
川
美
化

事
業
を
再
開
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
の
協
議
を
進

め
ま
す
。

　 

合
宿
セ
ン
タ
ー
を
町
民
に
貸
し
出
す
考
え
は

　 

除
染
状
況
や
運
営
体
制
を
踏
ま
え
て
判
断

問答　 

河
川
及
び
用
水
路
の
整
備
促
進
を

　 

営
農
再
開
を
把
握
し
整
備

問答

問

答

２期目のまちづくり方針は
ふるさと富岡の復興と心の復興を具現化

合宿センターの現況

大型トラックのすれ違いは困難

富岡川河川敷の現況



14とみおか議会だより 192号とみおか議会だより 192号15 1414

安藤 正純 議員渡辺 三男 議員

問

答

生活サポート補助金を創設せよ
活用事業選択の中で総合的に検討

問

答

国際共同研究棟を取り込んだ政策は
共同事業の開催を模索する

問　
大
熊
・
双
葉
両
町
※

の
よ
う
な
生
活
サ
ポ
ー

ト
補
助
金
制
度
を
創
設

す
べ
き
で
は
。

答　
町
長　

福
島
県
よ

り
交
付
さ
れ
る
特
定
廃

棄
物
埋
立
処
分
事
業
地

域
振
興
交
付
金
は
、
ふ
る

さ
と
と
の
結
び
つ
き
を
維

持
す
る
た
め
の
事
業
な
ど

に
幅
広
く
、
そ
し
て
可
能

な
限
り
長
期
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
、
活
用
事
業

を
選
択
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助

金
制
度
に
つ
い
て
は
、
町

財
政
へ
の
影
響
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、
交
付
金
の

活
用
事
業
を
選
択
す
る

中
で
総
合
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
国
際
共
同
研
究
棟

を
取
り
込
ん
だ
政
策
は
。

答　
町
長　

国
際
共
同
研

究
棟
は
、
廃
炉
国
際
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
核
的

拠
点
施
設
で
あ
り
、
廃
炉

研
究
の
強
化
、
中
長
期
的

な
人
材
育
成
機
能
の
強
化

を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

　

国
内
外
の
大
学
・
研
究

機
関
・
企
業
な
ど
か
ら
の

英
知
を
結
集
す
る
場
と
し

て
、
同
研
究
棟
に
集
う

方
々
と
町
民
と
の
交
流
な

ど
を
通
じ
、
本
町
の
活
性

化
を
図
ら
れ
る
よ
う
な
共

同
事
業
の
開
催
を
模
索
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
こ
れ
か
ら
商
工
会

と
ど
の
よ
う
な
政
策
で

か
か
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答　

町
長　

震
災
後
、

富
岡
町
商
工
会
に
は
、
被

災
事
業
者
の
現
状
を
鑑
み
、

商
工
者
に
寄
り
添
い
事
業

問　
こ
の
交
付
金
は
サ

ポ
ー
ト
補
助
金
の
よ
う

な
性
質
の
も
の
に
は
使

え
な
い
の
か
。

答　
企
画
課
長　

　

現
段
階
で
は
使
え
る

か
ど
う
か
県
に
確
認
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

個
人
の
資
産
形
成
に
は

使
え
な
い
と
い
う
こ
と
は

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

埋
立
処
分
事
業
に
対

す
る
影
響
緩
和
策
や
地

域
振
興
策
へ
の
活
用
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
今
後
の

活
用
方
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
移
住
ま
た
は
将
来

帰
還
の
意
思
は
あ
る
が
、

避
難
中
の
町
民
に
対
す

る
支
援
は
。

答　
町
長　

町
は
、
人

と
町
と
の
つ
な
が
り
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

再
開
に
向
け
た
各
種
相
談

業
務
、
最
近
で
は
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
販
売
や
夏

祭
り
な
ど
の
各
種
町
内
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
も
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　

今
後
は
、
町
と
の
連
携

強
化
の
た
め
、
本
部
機
能

を
町
に
戻
す
よ
う
求
め
る

と
と
も
に
、
商
工
業
者
の

事
業
再
開
支
援
、
え
び
す

講
市
な
ど
の
町
内
賑
わ
い

創
出
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

や
各
種
事
業
を
進
め
、
町

商
工
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問　
新
た
に
造
成
す
る
産

業
団
地
の
完
成
は
い
つ
か
。

答　

町
長　

上
郡
・
太

田
地
区
に
計
画
し
て
い
る

産
業
団
地
は
、
来
年
度
中

に
造
成
工
事
な
ど
を
着
工

し
、
平
成
32
年
度
完
成
を

目
指
し
て
詳
細
設
計
や
事

業
用
地
の
取
得
作
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
外
生
活
を
支
え
る
施

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
避
難
生
活
を
送
る
町

民
同
士
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
や
各
地
域
に
設
立

さ
れ
た
自
治
会
へ
の
活
動

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
国
や
県
に
な
り
わ

い
の
復
活
に
対
す
る
支

援
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

答　
産
業
振
興
課
長

　

県
や
町
で
補
助
制
度

を
設
け
な
が
ら
、
事
業

再
開
に
対
す
る
支
援
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

12
市
町
村
内
外
で
補
助

率
に
差
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
不
公
平
感
を
感

じ
る
と
い
う
ご
指
摘
も
あ

り
ま
す
の
で
、
国
や
県
に

様
々
な
場
面
で
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
ど
の
よ
う
な
方
法
で

企
業
を
誘
致
す
る
の
か
。

答　
町
長　

四
倉
中
核

工
業
団
地
に
入
居
し
て
い

る
町
事
業
者
な
ど
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
、
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ

な
ど
を
通
じ
て
、
関
連
事

業
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
官
民
合
同

チ
ー
ム
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
企
業
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
と
と
も
に
、
企
業
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
に
私
み
ず
か

ら
参
加
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
う
な
ど
し
て
、

事
業
の
持
続
性
が
あ
り
、

地
元
雇
用
や
地
域
貢
献

度
の
高
い
企
業
の
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　
帰
還
困
難
区
域
の

再
生
が
加
速
す
る
中
で
、

復
興
拠
点
整
備
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

答　
町
長　

今
年
度
末

の
国
の
計
画
認
定
を
目

指
し
、
拠
点
区
域
の
設
定

並
び
に
復
興
及
び
再
生

を
推
進
す
る
た
め
の
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

問　
帰
還
困
難
区
域
に

建
物
を
持
つ
方
が
家
屋

解
体
を
申
し
込
ん
だ
時

点
で
、
被
災
者
生
活
再

建
支
援
制
度
の
該
当
と

な
る
よ
う
国
に
働
き
か

け
て
ほ
し
い
が
。

答　
企
画
課
長

　

建
物
を
解
体
し
な
く

て
も
支
援
金
を
申
請
で

き
な
い
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
そ
こ
ま
で

問　
特
定
復
興
再
生
拠

点
の
整
備
範
囲
は
ど
こ

ま
で
と
考
え
て
い
る
か
。

答　
町
長　

特
定
復
興

再
生
拠
点
区
域
の
範
囲

は
、
想
定
す
る
土
地
利
用

の
実
現
性
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
確
保
な
ど
を

最
大
限
考
慮
し
た
上
で
、

現
在
策
定
を
進
め
て
い
る

全
体
構
想
で
考
え
方
を

示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

拠
点
区
域
と
設
定
さ

れ
な
か
っ
た
区
域
に
つ
い

て
も
、
復
興
再
生
に
取
り

組
む
時
期
や
支
援
策
を

示
す
よ
う
国
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

国
に
伝
え
切
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
、
危
険
物
の

除
去
と
い
う
観
点
や
通

行
の
安
全
確
保
と
い
う

観
点
か
ら
、
拠
点
区
域

外
で
あ
っ
て
も
家
屋
解
体

が
で
き
な
い
か
、
国
に
問

い
か
け
て
い
る
段
階
で
す
。

答　
安
全
対
策
課
長

　

解
体
を
前
提
と
し
た

申
請
で
あ
れ
ば
、
被
災
者

生
活
再
建
支
援
制
度
の

該
当
と
な
る
よ
う
、
国
に

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問　
側
溝
の
除
染
は
手

つ
か
ず
状
態
に
な
っ
て
い

る
が
、
町
の
考
え
は
。

答　
町
長　

側
溝
の
除

染
は
、
環
境
省
が
道
路
除

染
を
実
施
す
る
際
に
合
わ

せ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

蓋
の
上
面
は
堆
積
物
の
除

去
や
高
圧
水
に
よ
る
洗
浄

を
行
い
、
側
溝
内
部
は
蓋

を
外
し
て
洗
浄
除
染
し
、

洗
浄
水
は
バ
キ
ュ
ー
ム
車

に
よ
る
吸
引
、
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

除
染
完
了
後
も
放
射

線
量
が
高
い
場
合
に
は
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
除
染
の

中
で
堆
積
物
除
去
や
高
圧

水
洗
浄
に
よ
り
線
量
の
低

減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　 

復
興
拠
点
整
備
計
画
の
進
捗
は

　 

拠
点
区
域
の
復
興
再
生
計
画
を
策
定
中

問答

解体に制限のある帰還困難区域内の建物

産業団地予定地（上郡）

※
大
熊
・
双
葉
両
町
で
は
中
間
貯

蔵
施
設
の
整
備
に
伴
い
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
て
中
間
貯
蔵

施
設
整
備
等
影
響
緩
和
補
助
金

（
行
政
区
総
会
へ
の
参
加
費
な
ど

に
使
え
る
）を
交
付
し
て
い
る

　 

復
興
拠
点
整

　 

備
の
範
囲
は

　 

全
体
構
想
で

　 

範
囲
を
示
す

問答

　 

側
溝
の
除
染
は

　 
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　 
除
染
に
よ
り
線
量

　 
の
低
減
を
図
る

問答
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【除染の進捗状況】
　○避難指示解除済エリアの宅地に近接する帰還困難区域の除染（キワ除染）
　　・深谷地区：29年３月着手、８月末完了。
　　・大熊町との町境：29年８月、事前調査実施。
　○夜の森地区の先行除染
　　・29年６月、現場作業に着手（夜の森公園）　同意取得率：93％
　○フォローアップ除染
　　・住民からの要望への対応…除染計画を作成。うち136件で関係人立会を実施。
　　・宅地隣接森林への影響が疑われる案件…595件抽出。関係人へ連絡、現地調査を実施中。
　　・公道…133件の除染計画を作成。協議が整ったものから順次施工中。
　○里山再生モデル事業（グリーンフィールド及びその周辺）
　　・29年３月着手、９月中完了見込み。

【解体の進捗状況】
　○解体申請件数・解体実績（29年8月末現在）
　　・申請総数：2,265件　　解体実績：1,605件
　○解体支障物への対応
　　・昨年度までの解体案件1,226件中、約1050世帯へ連絡済み。約60世帯の撤去完了。
　　・今年度解体工事でも建物解体と合わせて撤去を実施。
　○解体申請の受付期限
　　・解除済み区域の解体申請期限を今年度末に設定。特段の理由がある場合は柔軟に対応する。

　平成29年６月29日及び９月６日、富岡町役場 全員協議会室で全員協議会を開催し、環
境省より除染・解体についての説明を受けました。
　議員からは町内全域の徹底した除染を求める声や、線量が高い傾向にある庭木・庭石
を除染や解体を実施する際に撤去を求める声が多く聞かれました。

問
　
家
屋
解
体
後
の
庭

木
・
庭
石
の
撤
去
費
用

を
環
境
省
が
負
担
す
る

こ
と
を
も
っ
と
周
知
す
べ

き
で
は
。（
安
藤
正
純
）

答　
環
境
省

　

既
に
解
体
を
実
施
し

た
方
に
は
個
別
に
連
絡
し

て
い
ま
す
の
で
、
周
知
は

で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
解
体
申
請
の
受
付
期

限
が
今
年
度
末
で
あ
る
こ

と
を
も
っ
と
住
民
に
知
ら
せ

る
べ
き
で
は
。（
安
藤
正
純
）

答　
環
境
省

　

解
体
申
請
の
受
付
期

限
と
庭
木
・
庭
石
の
撤
去

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、

町
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

広
報
等
で
周
知
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

解
体
に
限
ら
ず
、

除
染
で
も
線
量
の
高
い

庭
木
、
庭
石
は
撤
去
し

て
も
よ
い
の
で
は
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
環
境
省

　

今
あ
る
も
の
を
壊
さ

な
い
と
い
う
除
染
作
業
の

原
則
か
ら
、
除
染
の
支

障
に
な
る
も
の
以
外
は
撤

去
し
な
い
方
針
で
す
。

問　
除
染
の
試
験
施
工

は
敷
地
ご
と
に
行
う
の

か
。（
遠
藤
一
善
）

答　
環
境
省

　

敷
地
ご
と
で
は
な
く
、

地
区
の
代
表
的
な
箇
所

で
試
験
施
工
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
も
と
に
、
原

則
的
に
そ
の
地
区
全
て

に
適
用
す
る
考
え
で
す
。

質

応
疑疑

答答

全員協議会
庭木・庭石は解体時に撤去の方針

高野 匠美 議員

問

答

帰町された方への対応訪問は
週２回の訪問活動を実施

問　
帰
町
さ
れ
た
方
へ

の
対
応
訪
問
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

答　
町
長　

帰
町
さ
れ

た
方
へ
の
訪
問
は
、
富
岡

町
社
会
福
祉
協
議
会
及

び
伸
生
双
葉
会
の
協
力

の
も
と
、
安
否
確
認
と
見

守
り
事
業
と
し
て
週
２

回
の
訪
問
活
動
を
基
本

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
訪
問
活
動
は
、
町

内
移
住
者
全
て
を
対
象

と
し
て
お
り
、
訪
問
時
に

話
を
し
な
が
ら
訪
問
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。
今

後
も
こ
れ
ら
の
活
動
を
継

続
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

問　
民
生
委
員
の
訪
問

活
動
は
。

答　
健
康
福
祉
課
長

　

現
在
、
民
生
委
員
の

方
に
は
各
避
難
先
で
訪

問
活
動
の
支
援
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
状
で
は
民
生
委
員

の
町
内
で
の
活
動
体
制
は

構
築
で
き
な
い
状
況
で
す

の
で
、
町
と
社
協
、
伸
生

双
葉
会
が
協
力
し
て
見

守
り
活
動
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
訪
問
記
録
の
情
報

は
関
係
各
所
で
共
有
で

き
て
い
る
の
か
。

答　
健
康
福
祉
課
長

　

３
者
で
情
報
を
共
有

し
て
お
り
、
会
議
も
開
催

し
な
が
ら
問
題
の
解
決
を

図
っ
て
い
ま
す
。

問　
避
難
指
示
解
除
区

域
で
除
染
さ
れ
て
い
な

い
場
所
は
あ
る
の
か
。

答　
復
興
推
進
課
長

　

避
難
指
示
解
除
区
域

で
、
現
在
30
人
ほ
ど
除
染

の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

そ
の
他
の
除
染
の
対
象

と
な
っ
た
エ
リ
ア
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
除
染
が
完

了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
内
の
山
林
な
ど
は
ま
だ

除
染
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
す
。

問　
定
期
的
に
放
射
線

量
の
測
定
は
し
て
い
る

の
か
。

答　
復
興
推
進
課
長

　

定
期
的
に
測
定
を

行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
町
民
か
ら

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
環
境

省
及
び
町
で
線
量
を
測

定
し
て
い
ま
す
。

問　
本
人
か
ら
除
染
の

同
意
が
と
れ
な
い
場
合

の
対
応
は
。

答　
復
興
推
進
課
長

　

除
染
の
同
意
が
と
れ

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
町

全
体
で
情
報
を
共
有
し

て
い
ま
す
。
当
課
や
環
境

省
で
接
触
で
き
な
い
方
で

も
、
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

連
絡
が
と
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
各
課
で

連
携
し
な
が
ら
、
様
々
な

方
法
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
、

同
意
の
取
得
、
除
染
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

問　
キ
ワ
除
染
※
の
進
捗

状
況
は
。

答　
復
興
推
進
課
長

　

深
谷
地
区
は
完
了
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
熊

町
と
蛇
谷
須
地
区
の
境
の

部
分
で
、
蛇
谷
須
地
区
の

宅
地
へ
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
の
除
染
に
つ

い
て
は
、
現
在
環
境
省
で

同
意
取
得
に
向
け
て
関

係
人
へ
の
説
明
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
避
難
指
示
解
除
エ

リ
ア
に
隣
接
す
る
宅
地

に
住
ん
で
い
る
方
へ
の
対

応
は
。

答　
復
興
推
進
課
長

　

そ
う
い
っ
た
宅
地
は
全

て
除
染
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
キ

ワ
除
染
の
対
象
区
域
と

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
対
象
と
な
る

方
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

そ
の
宅
地
に
影
響
が
あ
る

帰
還
困
難
区
域
側
の
除

染
が
必
要
か
ど
う
か
も

含
め
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

※
避
難
指
示
解
除
エ
リ
ア
の
宅
地

に
隣
接
す
る
帰
還
困
難
区
域
側

の
除
染

訪問活動の様子
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  常任委員会とは、本会議前に   議案などを事前に審査したり、
   各課の事務の執行状況   などを調査する場です。

それぞれの常任委員会が調査し   た主な事業について報告します。

  常任委員会とは、本会議前に   議案などを事前に審査したり、
   各課の事務の執行状況   などを調査する場です。

それぞれの常任委員会が調査し   た主な事業について報告します。

A

産業復興常任委員会 総務常任委員会

各行政区で状況が大きく違いますので、
今後、行政区長等と話し合いの場を持
ちながら、それぞれの地区の集会所の
あり方について検討していきます。

　　　　　　　　　 【総務課】

Q 草刈りや掃除など、
各地区の集会所の管理は
どのようにしていくのか。

A

A

補助金を充てている事業であるため、仮設
住宅を組み込んだ特定のルート設定に

なってしまうことから、利用しづらい面
もあるかと考えます。主に仮設住宅に

お住まいの方にお知らせをしていると
ころですが、さらに広く周知してい
きたいと考えます。

  【いわき支所】

Q 復興支援バスの
利用者が少ない。
ルートなどを再度周知しては。

共同墓地及びお寺で回収を実施して
います。町が敷地内に水色のバケツ

を設置し、そちらに入れてもらう形を
とっています。対象となる物品は、塔

婆やお守りなどです。

Q 宗教的物品の回収方法は。

A 震災後、お墓へのお供えはご遠慮いた
だいているところです。またお花はご
みステーションに出していただくよう、
ご案内しています。

【生活環境課】

Q 供物は。

A 本年４月、浪江町に県の産業廃棄物
協会の窓口ができました。町はそち
らと連絡をとり、現地で線量を測定
してもらうとともに、受け入れ先を
探してもらうという流れで対応して
います。実態については再度確認し、
不都合のないよう対応します。

【復興推進課】　

Q リフォームで発生するごみを
産業廃棄物処理業者が
引き受けてくれないという話を
聞くが、実態は。

A 鳥獣被害対策実施隊の方に有害鳥
獣の正確な情報をお伝えすることは
もちろん、箱罠をフル活用し、また
くくり罠の設置も検討しながら、様々
な捕獲対策を講じていきたいと考えま
す。

　【産業振興課】　　

Q 町内のイノシシ等がものすごく
増えていると感じる。対策は。

A

A 現在の計画では、郡山・いわき・白河・福島の４地
区で総合検診を実施する予定です。しかし、町

内で検診を受けたいという方もいらっしゃる
ことから、12月に町内で総合検診を受けら
れるよう福島県保健衛生協会と協議を進
めています。

【健康福祉課】

Q 総合検診が富岡で
受診できるようになるのは
いつ頃か。

現在蔵書点検をしており、約１
万冊の本の入れ替えが必要であ

ると考えています。また、開館
時間や勤務体制など、様々な点

を考慮した上で、できる限り早
期の開館を目指して、準備を進
めます。

【教育委員会】　

Q 学びの森の図書館の
再開時期はいつ頃か。

A 現在、産業団地の造成に向けた設計を進
めています。今後、県との話し合いの中で、

工区分けができるかどうか協議してい
きます。

【企画課】

Q 上郡地区の産業団地について、
町内事業者の早期事業再開のために、
一部の工区だけでも造成を早めることは
できるか。

とみおか議会だより 192号とみおか議会だより 192号19 1818
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現地視察特定廃棄物埋  立処分場の安全を確認
今秋より、環境省は、当町と楢葉町の境にある特定廃棄物埋立処分　 場に廃棄物の搬入を開始します。
富岡町議会は、廃棄物の搬入を目前に控えた平成29年８月23日、　 埋立処分場の安全を確認するために、現地視察を実施しました。
今秋より、環境省は、当町と楢葉町の境にある特定廃棄物埋立処分　 場に廃棄物の搬入を開始します。
富岡町議会は、廃棄物の搬入を目前に控えた平成29年８月23日、　 埋立処分場の安全を確認するために、現地視察を実施しました。

とみおか議会だより 192号とみおか議会だより 192号21 2020

問　
道
路
を
汚
染
し
な

い
た
め
の
対
策
は
。

（
塚
野
芳
美
）

答　
環
境
省

　

搬
入
時
も
敷
き
鉄
板
の

上
を
走
行
さ
せ
る
な
ど
、

タ
イ
ヤ
と
土
が
接
触
し
な

い
よ
う
な
埋
立
を
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
退
出
時
に
タ

イ
ヤ
を
洗
浄
し
、
線
量
を

確
認
し
ま
す
。

問　
車
両
退
出
時
問
題

な
い
と
し
て
い
る
線
量
の

基
準
が
高
す
ぎ
る
。
基
準

を
下
げ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
環
境
省

　

現
在
は
１
万
３
千
ｃ
ｐ

ｍ
を
基
準
と
し
て
運
用
し

て
い
ま
す
が
、
ご
指
摘
を

踏
ま
え
て
今
後
の
運
用
を

検
討
し
ま
す
。

問　

排
水
さ
れ
る
水
の

水
質
は
。（
渡
辺
高
一
）

答　
環
境
省

　

有
機
物
質
の
汚
濁
の
指

標
は
0.8
で
排
水
し
て
い
ま

す
。
県
内
の
河
川
の
基
準

が
２
で
す
の
で
、
川
の
水

よ
り
も
か
な
り
き
れ
い
な

状
態
で
排
水
し
て
い
ま
す
。

問　
記
録
的
な
大
雨
が

降
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
環
境
省

　

本
処
分
場
は
雨
水
は
雨

水
と
し
て
排
出
し
、
浸
出

水
は
処
理
施
設
を
通
し
て

排
出
す
る
構
造
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
時
間
あ
た
り

130
ミ
リ
の
大
雨
に
も
対
応

で
き
る
つ
く
り
で
す
の
で
、

安
全
性
は
確
保
で
き
る
と

考
え
ま
す
。

問　

廃
棄
物
搬
入
後
、

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
や
ト
リ

チ
ウ
ム
を
検
出
で
き
る
設

備
を
持
つ
べ
き
で
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
環
境
省

　

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
や
ト

リ
チ
ウ
ム
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
の
結
果
か
ら
、
福

島
第
一
原
発
構
内
に
留

ま
っ
て
お
り
、
外
に
は
出

て
い
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
搬
入
さ
れ
る

廃
棄
物
に
は
含
ま
れ
て
い

な
い
と
考
え
ま
す
が
、
当

施
設
に
は
β
線
を
検
出
す

る
装
置
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
で
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
等
を
検
出
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
に
１
回
は
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出

器
に
よ
っ
て
、
よ
り
精
密

に
測
定
し
ま
す
の
で
、
安

全
性
は
保
た
れ
る
と
考
え

ま
す
。

問　
搬
入
基
準
を
超
え

た
廃
棄
物
が
運
び
込
ま

れ
た
場
合
の
対
応
は
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
環
境
省

　

本
処
分
場
で
収
納
容
器

を
開
け
、
測
定
の
結
果
、

基
準
に
合
致
し
な
い
廃
棄

物
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、

搬
出
元
に
返
す
と
い
う
対

応
に
な
り
ま
す
。

問　
停
電
が
起
き
た
際

の
対
応
は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
環
境
省

　

場
内
に
変
電
設
備
を
４

か
所
設
け
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
必
要
な
非
常
用
発

電
機
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

万
が
一
停
電
が
起
こ
っ
た

場
合
で
も
、
約
７
秒
で
復

旧
す
る
よ
う
な
態
勢
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※環境省「特定廃棄物の埋立処分事業」リーフレットより引用

○退出車両の放射線量確認ゲート
　廃棄物を荷下ろしした後、輸送車両の表面汚染密

度を測定し、車両に汚染がないことを確認。
　【基準：13,000cpm】

○浸出水の処理
　１日に排出される処理水……150トン
　・不透水性土壌層には勾配をつけ、雨水が侵入して

も速やかに排水。
　・浸出水処理施設の処理水のセシウム濃度を監視。

基準を超えた場合は、ゼオライト吸着塔で取り除く。

○埋立方法
　上流側区域：セメント固形化した廃棄物
　下流側区域：セメント固形化しない廃棄物
　・埋立廃棄物の下部及び中間層に土壌層を敷設。

セシウムを吸着させる。
　・作業を実施していない区画はシートで覆う。

放射線検査機

処分場整地状況

浸出水処理施設
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議員提言のゆくえ議員提言のゆくえ議員提言のゆくえ議員提言のゆくえ
追跡
れぽーと
追跡
れぽーと
追跡
れぽーと
追跡
れぽーと

廃炉国際共同研究センター

イノベーション・コースト構想への対応は
双葉郡に均衡ある産業集積を求める

問
答

富岡町：廃炉国際共同研究センター  （国内外の大学、研究機関、企業等が集結、廃炉研究と人材を育成）
大熊町：大熊分析・研究センター  （高濃度放射性物質（燃料デブリ等）性状把握、処理技術の開発）
楢葉町：楢葉遠隔技術開発センター  （格納容器の調査・補修用ロボット開発・実証、燃料デブリ取り出し実証試験）

浪江町・南相馬市：福島ロボットテストフィールド
　　　　　　　　　（ロボットの使用が想定される多様な環境を模擬できる大規模な実証フィールド）

南相馬市：国際産学官共同利用施設  （国内外の研究者が集い、ロボットの基礎的・基盤的な研究を実施）

双葉郡に産業が集積　廃炉やロボット技術に関する研究開発拠点に

（平成26年9月定例会堀本典明議員一般質問）

追跡①追跡①

帰還困難区域の一部除染を実施

帰還困難区域の早期除染が必要 除染計画を示せ
除染の実施を強く求める

問
答

○平成28年８月
　帰還困難区域と居住制限区域との隣接部から、おおむね50メートル範囲の除染を開始。
　続いて、桜並木と夜の森公園、桜並木への主要接続道路の端から、おおむね50メートル範囲の除染も実施された。

○平成29年５月
　福島特措法の改正により、帰還困難区域内に帰還者の居住を可能とする区域の設定が可能となる。
　町は拠点区域を定め、復興再生計画を作成。国が計画を認定し、拠点区域等の除染を行う。

主要接続道路周辺の除染を実施　特定復興再生拠点区域を設定し、除染

（平成27年9月定例会遠藤一善議員一般質問）

追跡②追跡②

とみおか議会だより 192号とみおか議会だより 192号23 2222

原発等
特別委員会

問　
建
屋
に
流
入
す
る
水
量

を
減
ら
す
た
め
に
、
地
下
水

バ
イ
パ
ス
を
増
や
す
考
え
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
東
京
電
力
㈱

　

現
在
の
地
下
水
バ
イ
パ
ス

及
び
凍
土
遮
水
壁
の
設
置

環
境
で
、
流
入
水
の
処
理
は

十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
今
の
ま
ま
汚
染
水
が
増

え
続
け
る
と
、
第
一
原
発
構
内

に
保
管
で
き
る
汚
染
水
の
許

容
水
量
を
超
え
て
し
ま
う
の

で
は
。（
安
藤
正
純
）

答　
東
京
電
力
㈱

　

現
在
、
建
屋
へ
の
流
入
水
を

減
ら
す
と
と
も
に
、
汚
染
水
を

問　
復
興
本
社
が
実
施
し
て

い
る
家
屋
の
片
づ
け
の
実
績

は
。（
早
川
恒
久
）

答　
東
京
電
力
㈱

　

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
４
カ

月
間
で
、
町
内
154
世
帯
の
家

屋
の
片
づ
け
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
外
に
宅
地
周
り
の

除
草
を
180
件
ほ
ど
行
っ
て
い
ま

す
。

問　
町
民
か
ら
、
家
屋
の
片

づ
け
や
除
草
は
大
変
あ
り
が

た
い
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ

る
。
増
員
す
る
考
え
は
。

（
早
川
恒
久
）

答　
東
京
電
力
㈱

　

片
づ
け
や
除
草
を
行
う
作

業
員
の
安
全
性
に
配
慮
し
な

が
ら
、
こ
の
活
動
に
対
す
る
支

援
者
の
数
を
増
や
し
、
で
き
る

限
り
ご
要
望
に
応
え
て
い
け
る

体
制
を
整
え
た
い
と
考
え
ま

す
。

保
管
す
る
タ
ン
ク
の
増
設
も

行
っ
て
い
ま
す
。
計
算
上
は
、

平
成
32
年
ま
で
は
汚
染
水
を

十
分
保
管
で
き
る
計
画
で
す
。

　

そ
の
後
に
つ
い
て
も
、
し
っ

か
り
と
精
査
し
な
が
ら
、
安
全

に
汚
染
水
処
理
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
東
京
電
力
㈱
と
町
民
が

直
接
対
話
で
き
る
よ
う
な
機

会
を
設
け
る
考
え
は
。

（
高
野
匠
美
）

答　
東
京
電
力
㈱

　

町
と
相
談
し
、
そ
の
よ
う
な

機
会
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
行

き
、
現
状
の
説
明
や
ご
意
見
を

伺
う
考
え
で
す
。

質

応
疑疑

答答

　平成29年９月６日に開催した原子力等特別委員会で、福島第一原子力発電所第１号機から
４号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの進捗状況について、東京電力ホールディ
ングス㈱より説明を受けました。
　議員からは、中・長期的な観点での汚染水対策をしっかりと地域住民に示すべきだとの意
見や、東京電力と地域住民が直接対話できる機会を設けるべきだとの意見が出されました。

汚染水対策をしっかりと示せ

【TOPICS】
　○陸側遮水壁の完全閉合開始
　　８/22より、残っていた未閉合箇所の凍結を開始
　○サブドレンNo.51の水位低下
　　８/ ２、４号機サブドレンNo.51の水位が一時的に建屋の水位を下回った。周辺地下水
　　の放射性物質濃度は過去の変動の範囲内で、水位低下の影響は確認されていない。
　○１号機建屋カバー改造工事の進捗状況
　　ガレキ撤去作業時のダスト飛散を抑制する防風フェンスの設置を進めている。
　○３号機燃料取り出し用カバーの設置状況
　　８/29、１つ目のドーム屋根の設置が完了。９月には２つ目のドーム屋根を吊り込む予定。



24

　　　　　　　　　　　　昨年行った意見交換会や様々なイベント等で、　町民の方から多く聞かれるのは
『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。

　  皆様の先が見えない不安を　少しでも解消できるように、
  富岡町の現状を　お伝えします。

　　　　　　　　　　　　昨年行った意見交換会や様々なイベント等で、　町民の方から多く聞かれるのは
『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。

　  皆様の先が見えない不安を　少しでも解消できるように、
  富岡町の現状を　お伝えします。

Step.9

常磐富岡IC

滝川ダム

常
磐
自
動
車
道

富岡町

常
磐
線

富岡駅

岩井戸温泉

楢葉町

川内村

大熊町

太 

平 

洋

●❶

●❷

●❸

復興への あゆみ復興への あゆみ

①
富岡駅前

再生・発展へ

②㈲コムロが営業を再開

エレベーターも設置された駅舎 ６年半ぶりの開通

「さくらステーションＫＩＮONE」
営業時間：【物販】  ７：00～18：00
　　　　 【飲食】10：00～18：00

【災害公営住宅（集合住宅）を整備】
2DK…13戸   2LDK…27戸
単身世帯・ペット可
入居決定…39戸（10月5日現在）

【10月17日　富岡ホテルが開業】
シングル：66室
ツイン（バリアフリー対応）：3室
☎0240-22-1180

　6月19日、ガソリンスタンド「コムロ」が夜の森で
営業を再開しました。
　《営業時間》 ７：00～19：00（日曜・祝日は休業）
　夜の森３丁目48番地　☎0240-22-3367

③大東銀行富岡支店が営業を再開

　９月19日、大東銀行富岡支店が営業を再開しました。
　《営業時間》 月～金　　　　９：00～15：00
　　　　　　 ＡＴＭ（毎日）　  ８：00～21：00
　本町二丁目36番地の1　☎0240-22-2165
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●12月定例会は、13日（水）～14日（木）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所・氏名・性別・年齢（○歳代）を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
　議会事務局　☎0240-22-2111

　10月21日に再開通する富岡駅の新駅長に今橋武弘さ
んが着任されました。

Q. 富岡駅の再開について、どのように
　 感じていますか。
Ａ. 東日本大震災の津波被害で流された富岡駅の風景は

今でも忘れられません。
　　震災後６年７か月が経過し、常磐線の竜田～富岡間

の運転再開に合わせて、新駅舎で富岡駅が再開できる
ことは鉄道事業者として大変嬉しく思います。

　　これを機に復興が一段と加速し、富岡駅をご利用に
なる地域住民の皆様の利便性が向上することを心より
願っております。

Q. 富岡町民の皆さんへメッセージをお願いします。
Ａ. 今年４月に富岡エリアの避難指示が解除されましたが、富岡駅周辺はまだ賑わいが戻っておりま

せん。今回の富岡駅の再開に合わせて、物販・飲食併設店舗「さくらステーションKINONE（きのね）」
をオープンいたします。富岡町民の皆様に駅及び店舗をご利用いただき、皆様に愛される駅づくり
を行ってまいりますのでよろしくお願いいたします。

　　また、残された不通区間の富岡～浪江間については、2019年度末の全面運転再開を目指して復
旧工事を行っております。ともに一歩一歩前に向かって進んでいきましょう。

議会を傍聴しませんか？
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今橋武弘さん（55歳）
茨城県日立市出身

【略歴】
昭和56年４月  国鉄に採用（勝田駅）
昭和62年４月  ＪＲ東日本水戸支社に採用
平成12年３月  東京支社総合指令室指令員
平成19年５月  水戸支社輸送指令室指令長
平成25年６月  水戸支社営業部企画課副課長
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